役員退職慰労金支給規定
第１条　（目　的）　
　　　この規定は、役員の退職または死亡について役員退職慰労金を支給し、役員在任期間中の功労に報いることを目的とする。
第２条　（適用範囲）
　　　この規程は、取締役、監査役の全員に適用する。
第３条　（支給算定基準）　　　
　　　退職慰労金の支給算定基準額は、退任時の最終報酬額をもって基準額とし、これに次の各役位別倍率を乗じて得た額とする。
      支給額＝最終報酬月額×役位別倍率×役員在任年数
      役位別倍率    代表取締役　　2.5
                    専務取締役    2.0
                    常務取締役    2.0
                    取　締　役    1.3
                    監　査　役    1.3
第４条　（特別功労金）
      取締役会は、退職役員の功績を評価し、前条で定めた退職慰労金のほかに特別功労金を加算して支給することができる。
第５条　（非常勤役員の取扱い）
　　　非常勤役員については、その実情に基づき本規定以外の取扱いをすることができる。
第６条　（在任期間の計算）
　　　在任年数は就任の月から起算し、死亡または退任の月までとする。
   ２ 在任年数の計算において、１年未満の端数があるときは、６ヶ月未満の端数を切り捨て、６ヶ月以上の端数を１年として計算とする。
第７条　（相談役･顧問･嘱託の報酬）
　　　この規定は、退職した役員を相談役・顧問または嘱託の名称をもって任用し、相当額の報酬を支給することを妨げるものではない。
第８条　（規定の改正）
　　　この規定は、取締役会の決議をもって随時改正することができる。ただし、株主総会において決議した特定の役員に対して支給する退職慰労金は、決議当時の規定による。
　（付　　則）　　
   　　この規程は平成　　年　　月　　日より実施する。
             平成　　年　　月　　日
　　 　　　　　　　　　 ××県××市××町××番地
    　　            　　　　×××××株式会社
    　　　　　　　　        代表取締役  ××××××
